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J 平成12年度 陸奥湾生態系モニタリング調査

佐藤直三・山田嘉暢

豊かな森が海洋における生物生産にとっても効果的な働きをしていることが多くの研究者、漁業者から

も指摘されるようになり、本県においても近年、山に木を植える植林運動が盛り上がってきた。

このような背景を基に、海洋においてどのように具体的に効果があるのかを把握し、それを実証するた

めに、現状における陸奥湾の一次生産にとって重要な無機栄養とされる鉄分、植物・動物プランクトン、

魚類資源等の質的・量的な構成について正確なデータを集積し、後の評価を行う際のバックデータとする

ため平成10年度から 3ヶ年間にわたり調査を実施したもので、今年度は最終年度である。

調査方法

1 .鉄分モニタリング観測

6、9、2月の年3回、湾内 5定点(図 1)において 5m層、 20m層からバンドーン採水器により l

tずつ採水し、鉄分(溶解性)の分析を行った。分析は社団法人・青森県薬剤師会衛生検査センターに委託

した。

2.植物・動物ブランクトンモニタリング調査

鉄分の採水に合わせて、同じ時期、定点において年3回実施した。

植物プランクトンはバンドーン採水器により 5m層 20m層から 2gずつ採水し、ただちに 5%ホル

マリンで固定し、種の同定と計数に供した。

動物プランクトンについては、ノルパックネットにより水深20m層から垂直曳により採集したものを

ただちに 5%フォルマリンで固定し種の同定と計数に供した。

同定と計数は株式会社・水土舎に委託し、計数項目は種別の個体数(細胞数)、沈殿量とした。

3.底棲性魚類モニタリング調査

調査船なつどまり (24トン)により湾内中央部(図 1)でのビームトロールによる底生生物と底棲性

魚類の動物採集を年3回行った。ビームトロールの主要項目は表 lに示した。

採集生物は現場でホルマリン固定後、 2醐の網目で筒い、残ったものについて動物群ごとに分類、測定

を行った。測定は原則として全長、湿重量としたが、短尾類では甲長を、ヒトデ類は腕長を、巻貝類は殻

高を、頭足類は外套背長を測定した。

4.藻場魚類モニタリング調査

西湾の代表的藻場である蓬田村の沿岸を選定し、水深5、10、15mの9定点を設けた(図 2)。

地元漁船を用船し、昔から地元で藻場専用の漁具である藻曳網と称する漁具(表 1)を用いて藻場内の

魚類等の調査を行った。調査は年2回行い、 1醐の袋網に残った採集生物すべてについて分類・測定した。

5.砂浜域魚類モニタリング調査

東湾における代表的砂浜海岸である横浜町沿岸を選定し、水深5、10、15mの9定点を設けた(図 3)。

地元漁船を用船し、調査にはビームトロールを用い、その主要項目は表 1に示したとおりで、採集生物

は底棲魚類モニタリング調査同様の処理を行った。
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調査結果

， .鉄分モニタリング調査

測定結果を表2に示した。 6・9月では、 5m層よりも20m層で高い値を示す傾向が見られたが、 P

2の5m層で他に比して高い値が測定された。しかし、これは一過性のものなのかどうかは不明である。

2.植物・動物ブランクトンモニタリング調査

年3回を予定したが、冬期間は時化が続いて実施できなかった。

表3に植物プランクトンの調査結果を示した。出現種類数を6月と 9月で比較してみると全地点で 9月

に多かったが、西湾 (P1-3)と東湾 (P4-5)ともに採水層による違いは顕著ではなかった。全出

現種は116種が記録された。

細胞数では、西湾と東湾を比較すると、 6月では西湾が圧倒的に多かったが、 9月では西湾・東湾とも

に同程度であり、採水層による違いは顕著ではなかった。

表4に動物プランクトンの調査結果を示した。 6月と 9月を比較してみると、出現種類数では 9月に多

く (P5を除く)、また個体数では常に6月が多かった。

西湾と東湾の出現種類数を比較すると、 6月ではほぼ同じ位であったが、 9月では西湾が東湾よりも多

い傾向がみられた。

個体数では6月では東湾が多いが9月では大差なかった。沈澱量については全湾平均で6月が8.67me/、

9月で1.09me/と大差があった。

全出現種は95種が記録された。

3. 底棲性魚類モニタリング調査

年4回実施の予定であったが、 6月に4点、 8月に 7点、 9月に 3点の年3回実施、計14点の曳網結

果に終った。

14回の調査により魚類ではコモチジャコ、ハタタテヌメリ、カナガシラ、カレイ類など24種が確認さ

れ、総計4.468個体が採集された(表5)。

有用種としては、ウスメバル、カナガシラ、アイナメ、マダイ、ヒラメ、カレイ類などがみられた。

4. 藻場魚類モニタリング調査

本調査地点ではアマモを主体とした藻場が水深5-10mの範囲に南北に発達した代表的な藻場である。

6・10月の2回各6点の計12点の曳網を実施した。水深15mにも定点を設けたが藻場はなかったので、

曳網は行わなかった。

出現種は魚類では46種に及び、ギンポ類、ハゼ類の他有用種としてはマダイ、カタクチイワシ、ウミ

タナゴ、メバル、クロソイ、アイナメ、マコガレイなどがみられた。なおベラ科のイトベラは本県初記録

種である(表6)。

5.砂浜域魚類モニタリング調査

年2回の調査予定であったが、 1回目の調査時期 (6月)には例年になくケウルシグサの大発生が見ら

れ、曳網できなかったので結果的には10月の 1度だけの6点に終わった。

水深15mにも定点を設けたが曳網は行わなかった。

本調査地点では水深5mラインにハスノハカシパンの高密分布が見られる地点があり、この場所の調査

は意識的に避けた。一部、小規模な藻場を形成している地点があったがごく限られた地点であり、総じて

代表的な砂浜海岸からなっていた。採集された魚類は26種であり、藻場と共通したギンポ類、ハゼ類が
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みられた。

有用種としては、クロソイ、アイナメ、ヒラメ、スナガレイ、マコガレイ、イシガレイからなっており、

カレイ類の種数が多い特徴があった(表7)。

表 1 本調査に用いたビームトロール主要目

主要目 なつどまり用 藻場周 砂浜域用 備 考

縞全長 12. 5m 17. Om 6. Om 

ビーム幅 4. Om 9. 3m 2. 2m 

袖網長 4. Om 

袖網目合 8節

網目幅 4. Om 7. Om 2. 2m 

網口高 1. 2m 1. 5m O. 4m 

銅網長 4. 7m 3. Om 3. Om 

胴網目合 10節 12節 7節

袋 網 長 7. 8m 10. Om 3. Om 

袋網目合 25節 1mm 1mm 

表 1 本調査に用いたビームトロール主要
単位:ppb ND : O. 1ppb未満 一:欠測

採 水 年 月 日

st. 
No. 採水層 平成12年6月15日 平成12年9月13日 平成13年3月26B

P1 
表層 ( 5m) ND o. 3 o. 8 

中層 (20m) ND o. 4 o. 6 

P2 
表 層 ( 5m) 2. 6 o. 3 1. 0 

中層 (20m) o. 6 o. 3 o. 5 

P3 
表 層 ( 5m) o. 3 o. 2 o. 5 

中層 (20m) 1. 4 O. 4 O. 5 

表層 (5m) ND o. 4 
P4 

中層 (20m) o. 6 o. 4 

表 層 ( 5m) ND O. 4 
P5 

中層 (20m) ND O. 3 

qu 
qu 
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植物プランクトン分析結果表3-2
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表4 動物プランクトン分析結果 且笠/m3

|書 名 調点 IP
;}'j日 9月 31:1

IP P3 IP4 1:'5 IP IP IP P4 IP5 
Z頚
1類 b 
Fゲ 2.5 5 10. 

5.0 IU. 3 .3 

一 3l .5 15. 6.3 5 3 3 
8 5.0 I目.

I虫 . b 0.6 
一 ムシ }ピ!ジュ Pム幼生 2.5 

襲警
，uJa 16.4 13.8 42.8 0.6 

IU. 5. U 75.5 161. U 
ボ期制生 10. 

5. 10. 6 ，3 . b 3 9 
r051 75.5 39. U l日.6 ぷ.U 102.5 
.rl 5. U 25 

odon pOJ 5 5.0 
'vadne nordmann J 203.8 60.4 151. 0 191. 2 130.8 
vadne spini lera 3 白5 3 5 
'v8dl fergeslim .6 3 35. 35.2 _j._1 
ICBl danae (成 5.0 
IC81 erythrae‘ E停， 6.3 3. ~ 5.0 3 
IcaJ neRJ11lem E停 ，3 . b 2.5 
ICaJ omof1 1底 5.0 
IcaJ 1PP コヘー イト) ，5 15 日

lanus pacilicus ;コイずF 5.0 20 目 3
)Oca lanus lenuicornis (J'I' j(~' イ 10 
an ae コヘーずヲイト) ，5 6.3 2.5 .3 
loca anus pavo (成体) 3 
loca anus plumlosus (成体) ，3 ，3 
loca anw ユヘ>1<"'"1十j .3 

:andar call la 車体J
'en I ropages bdominaJ is (成体} 5 50.3 10， 

entropages bdomJ naJ 15 [ヨヘー車.~" 5 70.5 
tropages urcatw ずゲイト] 5 

ausoca anus furcalus 究体; 2.5 
wsoc;. anus minor (成骨 2.5 
WSOC~ '1sUS DerJzem JjJ(;係 .5 
wsoc， anus SOO. (Jべ ， 1ト}

'seUG 'OCe 'anus ne空塑111 軍惇 2U. 130.8 
SfUl. fOC;_ 'anus neW111ani ~"1 10. 
ucaJ anus subcrassus (J;t相 .3 
ucaJ anus subtenuis (戚l体 .3 
ucaJ rus SDD. コベ事，

acuJealus 停 . ~ ， b 2.5 3 
aculeatus 百タイト} 品目 b. 

uaca I anus parvus (成体] 12.6 .5 15. 5.0 20. 3，8 b 3 
l動物 uaca I anus parvus (Jへ:n'イト] 2.5 10. .3 

lcroca I anus grac il j s 成体; 3.8 ，5 
lcroca anus so ヨヘ H) 3. ~ b 6 3 

mJDU 
abidocera sp. 、コヘ事 b 
'emora discaudata 16.4 ， ~ 

~mora cl1scaul1ala タ1tJ IU 3 b 3 
thona atlantica 5 5. 15，8 10. lU. b 
thona plumilera ，5 b. U 
tnona SOO. ¥Jへ事， .6 b. 25. 30 ，3 .6 ，3 U. ti 
crosetella norveJ!i t既停j • :> 

orvcaeus a1l1nJ .6 b 25 30.2 70.5 ，3 L 
orycaeus pacilicus 同事) .3 
'orycaeus speciosus 惇} 5 0.6 
'ofYcaeus soo ヨヘ {ト) .5 ， . 

'arranula J!ibbuJ 
四caeascottodicarJ 6i:停 3 

lIlll8 SO ヨヘ タ (f) 

I(J)/-T 'Jry~lVl矧 i

10 iaDonic;. 
la so 20 50.3 20. 40.3 

(er 
下 'lnrY期幼生
目l F期初生 5.0 .. zu 
下 ロリ F期幼生
イl 羽生 15. 5. 

~aJ! crassa 1. naikaiensis 50.3 6.3 3 4.4 
IJB. _j'_egul塁f1S .3 
:ag enflata 54. 34.0 31 15 
~allj AlDlma 3. ~ 
8/lj naKae b 

SOO. 5. zu 3 10 5.U 3.8 -.1 
うt 汁 IJY羽生 5 .5 20. 
自E 折ワMIIJ生 lU. 8 156.0 60.4 26.4 l5l_.j! 46.0 3.2. 
自の初体 10. 3.8 20 5.0 _5. 

冊子り~XIl牛 .ij_ 858. 815.3 722 4388.5 6.3 31 2.5 2.5 
ida 2.5 ，5 8.8 25.2 2.5 

1pil 
dioica 432.8 35.2 85.6 ~U. b IZU. ~ ，opleura lusi lormis 2.5 0.6 

WDJeUra JOnJ!lcaUda 20. ~ 6 ~U. 0 10. 4U.3 3. ~ 5. U !日 ~. ~ 4.4 
WDJeUra so b ，5 

boreal r;arJ!as~ b b ，9 
boreaJ IVDica 5. U 20. 

OritillaJ pellucida 2.5 2.5 2.5 3 
SOD 5. 3 

. b 5. 
IU. 

5 
5.0 

首計種類家 lち 23 24 19 24 0' 46 4U 3U zu 
合計個体数 89: 164 1675 345: 5566. 314 2， 9: 2， 188 
沈澱最 (ml/m') 10.03 7.71 3.74 13.46 8.43 64 79 1. 51 0，38 0.13 

ρo 
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表 5- 1 H 12年度底棲性魚類モニタリング調査出現種一覧
聞査回融暑号 1 2 3 4 s 
調査年月日 平1&12'" 711 68 平成 12'" 7月 7日 平鹿 12年 71127日 平成 12'" 7且，28日 平成 12年 8月24日

調査St. 1-1 1-3 -， 1-6 

金量傭圃4・3... ..量w 金量帽圃{圃}-惇.混血量w金量‘回t圃〉 ..‘. 温量量恒〉 金量.匪t圃〉 .樟書k 量重量ω 量量施圃t・3個体量 橿量量{困

腔.勘岨円

ウミサボテン

寝..柚何

ゴカイ翻 16 - &5 4 。 91 1.1 

軟~・駒円

モスソガイ 10・6 10.7 

ヒメコウイカ "・ 11
30 3& - 7 41 10 - 6 38.2 10・‘ 18.1 

ジンドウイカ

鏑昆繭物円

テッポウヱピ 60 - 13.5 13 - 61 6 10. 11 26. 1.8 

ミゾエピジャコ 111 111.1 11 - 6 19 16 E 

イポイチョウガニ u 11. 

シャコ 10 -11 17. 166 18.1 101 13. 

調車勘柚円

タモヒトデ骨.p. 16 11. 11 11.1 

イトマキヒトヂ s 1・1. 11 535.1 

ニチリンヒトデ 21 121.1 

ヒトデ 38 1.058. & 29 993.7 g 996.1 

エゾパフンヲエ 53 19‘ 
オカメプンプタ 10 - 1 ‘9. 2 50 52 6.・15目。 32.1 

コモンイモナマコ 106 12. 

圃量動骨円

マポヤ 6 5.151. 30 3.215 2 1.111.1 

ユウレイポヤ '‘4 
4&6.5 14 37. 2 8 1.~ 

帯構勘骨円

メガネカスぺ 210 -280 2 1.220.0 110 721.0 115 80. ~ 

カタクチイワシ

ハオコゼ 125 1 61.8 

カナガシラ 帥-1刷 11.7 70 -130 15 96.3 50 -10 21 179 a 6 

7イナメ 180 -190 3 217.1 

ニジカジカ

7イカジカ 1τ 39.1 

ケb.シカジカ

7ナハゼ

マ79 26 - 1 Il 8. 

マダイ 21 。e
サラサガジ IZ 6.1 

ガジ

ハダカオオカミウオ 110 -17 4・.6
ギンポ

ハタタテヌメリ 10 - 85 11 18.3 

スジハゼ

7カハゼ ' 11.3 116 -166 81.9 

コモチジャコ s 77.1. 60 - 11 29.9 

“ 
17.6 16 - 1 s目 4& - 65 13 35 

ヒラメ 126 -110 4 186.6 

マガレイ 136・170 3 171.0 90 -16 103.1 

マコガレイ 110 -20 2T‘' 115 -175 402.3 130 -15 2 14.8 

ヤナギムシガレイ 17 1 18.1 

ウマザラハギ

計 ZB 760. 191 8.911.5 395 &.180.6 617 7.273.9 18 3.965. 

円

t
司
u



表 5-2 H 12年度底棲性魚類モニタリング調査出現種一覧
調査回世番号 6 7 8 9 1 0 

圃査年月日 平成 12年 8月 24日 平膚 12年 81124日 平成 12年 8月 24日 平成 12'事 8月 25日 平成 12年 8月 25日

圃壷SI. T-5 T-6 T-l T-2 T-3 

金畳範囲{飽}圃体量 温室量《官} 金量健圃園》 .惇量 .重量《副 金量範囲<.)個体自民 橿重量w 全量範囲{圃}個体量 量重量<.) 金量範囲{圃}個体数 置重量{ω
腔.動物円

ウミサボテン 95司 16 2 30. 90 -130 18.8 110由 135 2 22.1 

現形動物円

ゴカイ輔 80 1 2.1 55 O. • ;0・ 50 2 0.8 

"体動物門

モスソガイ

ヒメコウイカ 4 10 50 - 60 2 27. .0 I 6.3 

ジンドウイカ

節足動物円

テッポウエピ 4 3 11 6.3 91 56.1 

ミゾヱピジャコ

イボイチョウガニ 33 11. 7 

シャコ 135 1 18.9 

刺直個物門

クモヒトデ科 5p. 322 410.1 6 7%.6 14 J3 33 29.5 .5 31.1 

イトマキヒトデ

ーチりンヒトデ

ヒトデ 551. t 274.7 2 99. 4 107.8 3 109.3 

エゾパフンウー

オカメプンプク 186 2.067. 21 3.199. • 2 399 " 192.8 28 489. o 

コモンイモナマコ

原'駆動物門

マポヤ

ユウレイポヤ 8 24 1 55.6 5 13 8 20.2 

脊槍動物門

メガネカスペ

カタクチイワシ

ハオコゼ

カナガシラ 50 - 1 ? 55 - 7 5 15. .. 15 - 95 4 21.0 100 10.2 

アイナメ

ニジカジカ 125 l 28 

アイカジカ 85 - 9 2 29.0 

ケムシカジカ

アナハゼ

マアジ 57 1.5 

マダイ

サラサガジ

ガジ 115 1 14.0 

ハダカオオカミウオ 175 -185 z 25 

ギンポ 85 2.0 

ハタタテヌメリ 87 -106 7 36.4 

スジハゼ 41 -118 22 

アカハゼ 3 0.9 

コモチジャコ 32 n 13.6 15 24.1 31 42.5 .5 74.8 

ヒラメ 135 33.8 

マガレイ 120 -145 77.1 10 -13 4 9S. . 26 -155 6 195.2 

マコガレイ 25 - 9 4 15 90 -165 6 161.4 

ヤナギムンガレイ 105 -175 153. • 
ウマヅラハギ

針 587 3.240. ，0 3，861. 5 82 733.2 126 81< 223 942.0 
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表5-3 H 12年度底棲性魚類モニタリング調査出現種一覧

刷牽園量番号 1 1 1 2 1 3 1 4 

調査年月日 平成 12'1' 8且25日 平鹿 12'1' 9月19日 平成 12年 9月19日 平属 12'1' 9月19日

調査St T-4 T-5 T-6 T-7 

金量範囲(.)個体量 量重量 (g) 全量範劃(圃}.体量 置量量(11 金量範置{圃}個体量 湿量量句} 全長範囲{圃}個体量 置量量ω
腔腸動物円

ウミサボテン 95 9. 105 -17 151.& 

環躍動物円

ゴカイ領 3 

肢体勘岨円

モスソガイ

ヒメコウイカ 35・ s 33.1 80 32 6 17.6 

ジンドウイカ u 45.4 

節足動物円

テッポウエピ 2U  

ミゾエピジャコ 9.3 56 26.1 44 21.1 

イポイチョウガニ z s 
シャコ 155 37. 135 -155 3 110.1 

問宜勘物問

クモヒトデ科叩.. T 35.4 114 60.9 170 53.2 11 52.8 

イトマキヒトデ

ニチリンヒトデ

ヒトデ 38. 11 27.0 18 49. 40.3 

ヱゾパフンウニ

オカメプンプク ' 999.1 196 2.137.6 38 545.1 241.7 

コモンイモナマコ

阿量動駒円

マポヤ 3 79. 25 1.061 723.0 

ユウレイポヤ 3 3 23 41. 4 7.2 

時檀動物円

メガネカスペ

カタヲチイワシ 74 -101 15.4 

ハオコゼ

カナガシラ 95 -10 2 21. 3 

アイナメ

エジカジカ

7イカジカ 80 -140 7 213. 92 - 9 2 34.5 95 -11 2 51.1 

ケムシカジカ 95 -100 4 109. 100 -235 2 269.4 

アナハゼ 110 -12 60目3

マアジ

マダイ 37 O. 52 - 5 7.9 

サラサガジ

ガジ 115 13.5 

ハダカオオカミウオ

ギンポ 85 1.5 255 -315 3 259.1 

ハタタテヌメリ 67・135 17 81. 59 -14 31 145.7 55 - 9 2 75.8 

スジハゼ 55唱 7 3 6 51 - 7 15 36.5 

アカハゼ 62 - 73 2 5.1 113 -12 2 24.2 

コモチジャコ 11 13.4 76 102.4 53 - 67 29 52.2 49 - 6 5 89.2 

ヒラメ

マガレイ 80 -125 53.7 110 -15 z 106.2 98 -15 3 91.1 85 -14 10 157.3 

マコガレイ 1!5・ 11 2 40 115 -12 58.9 

ヤナギムシガレイ 70 -120 4 39.1 88 - 95 3 30.1 

ウマヅラハギ T 8.5 

計 223 1.359.6 524 3.112.6 329 2.122.7 349 2.436.4 

- 319一



表6-1 H 12年度藻場・砂浜域魚類調査出現種一覧
調査回数番号 1 2 3 

調査年月日 平成 1 2 年 6 月 2 2 日 平成 1 2 年 6 月 2 2 日 平成 12'" 6 月 2 2 日

調査 S t 重田 1 蓮田 2 蓮田 4 

曳網時間 1 0 ・08-10 18  1 0 35-1 0 : 4 5 1159-1209  

曳網速度 ( K・Ih) 2 . 0 - 2 . 5ノット 2.0-2.3ノット

水深 (m) 6 . 9 - 7 . 0  9. 8- 7. 3-

全九R圃 国体数
温重量 全九民囲 個体型k 湿t量量 全九R囲 個体数 海{重g 量) 

，) ，) 

体動物門

ヒメコウイカ

ヒメイカ 2 O. 7 9 -1 4 6 1. 3 15-1 8 2 O. 7 

スルメイカ 56 14. 6 

節 足動 物門

コシマガリモエピ 15 5. 4 17‘ 54. 2 96 35. 7 

ヨコエピ科 S i> 12 2. 4 62 3. 1 

トゲクリガ 38 I 19. 5 

刺 直動 物門

イトマキヒトデ

ヒトデ

エゾパフンウー 8 -1 4 10 10. 2 

脊椎動物門

カタクチイワシ

チ カ 100-120 z 29.3 

クダヤガラ 1 5 -3 0 214 11.9 95 1 2. 0 105 2. 4 

タツノオトシ ゴ

ヨウジウオ 200 3. 6 1 90 3. 2 3 7.5 

オク ヨウ ジ

ヨロイメノ守)~

メパ Jレ 190-200 2 212. 4 98 33. 3 100-1 90 s 42 8.5 

クロソイ

ハオコゼ

カナガシラ

ク ジ メ 75 -9 5 3 32.7 

ア イナメ 48-1 7 5 1 9 314. 2 55-180 44 44 3.2 

アイカジカ

アサヒアナハゼ s 19. 4 30-1 1 0 66 27 5. 3 30-1 2 2 54 144.1 

スイ

クロダイ

マ ダ イ

ヒメジ

ウミ タナ ゴ 135-225 s 282.7 80-1 1 0 

‘ 
177. 4 1 10-1 25 6 1 89. 0 

キ ュウ セン 55-60 2 4. 7 

ホンベラ 40-5 6 8 9. 6 

オハグロベラ

コプダイ

イトベラ

フサギンポ 220 1 55. 8 

ガジ 40-13S 15 30. 2 81 121.9 

ハナジロガジ 11 78. 4 55-1 20 z 0 179. 7 18 1 36. 5 

オキカズナギ 85-125 4 33. 0 
タケギンポ 130 - 135 2 15. 0 1 20 -1 80 19 172. 2 15 1 62. 7 

ギンポ 1 25 -1 65 6 53.2 200-240 3 1 77. 2 

ー ジギ ンポ

イカナゴ 75 1 . 5 
セトヌメリ

ネ ズミ ゴチ

ークハゼ 22 -4 0 2 O. 6 
シロウオ

キヌパり 18 48.5 50-65 11 33. 3 
ヒラメ

マコガレイ 185 1 49. 5 

アミメハギ 67 76.1 22-3 3 52& 501. 6 108 135.8 

カワハギ 143 59. 8 
ウマヅラハギ

ヲサフグ 130 83. 3 

ヒガン 7 グ

マフグ

計 355 785. 8 960 1. 980. 9 44 6 2. 4 13. 3 

ハU
円

L



表 6-2 H 12年度藻場・砂浜域魚類調査出現種一覧
調査回数書 号 4 5 6 

.牽年月日 平成 1 2年 6 月 2 2 日 平成 1 2年 6 月 2 2 日 平成 1 2年 6 Jl 2 2 日

調査 S t 建問 5 董回 7 蓮田 8 

曳網時間 1101-1111  1 2 46- 1 2 5 6 1 2 2 1 - 1 2 3 1 

曳網適度 (1・H)
水標 (m) 1 O. 5- 5.0-6.0  9. 5-

1% r."¥圃 個数惇 E{Eg) 量 |宝 F圃「圃 圃歎惇 置(車8)量 |宝 FE「聞 個数揮 橿重量 (8)

体勘物円

ヒメコウイカ 75-90 2 58. 4 

ヒ メイカ 8..11 2 O. 2 

スルメイカ

節足動物円

コシマガリモエピ 2 1 7. 5 514 168. 9 28 10. 2 

ヨコエピ科 sp. 1 8 O. 9 

トゲタリガエ 40-45 3 84. 9 

膚皮鋤物門

イトマキヒトデ 8. 4 2 1 2. 4 
ヒトデ 2 1 9. 5 

エゾパフンウ ニ s O. 4 

帯構動物門

カタクチイワ シ

チカ 85 5. 8 
クダヤガラ 105 -115 2 5. 7 3 . 2 

タツノオトシ ゴ

ヨウヲウオ 1 8 24. 9 
オクヨウジ

ヨロイメ J~ Jレ
メパ Jレ 100-180 1411， 265.8 

クロソイ 145-155 2 206. 7 

ハオコゼ

カナガシラ

クジメ 65-135 9 8 9. 3 

アイナメ 45 1. 3 
アイカジカ 80-110 s 1 6 2 . 0 

アサヒアナハ ゼ 23 -45 2 1 8. 8 33-105 19 83. 5 1 2 -9 5 s 22. 4 

ス イ

クロダイ

マダイ

ヒメジ

ウ ミタ ナゴ 95-130 10 3 78. 7 110-119 2 79. 0 

キュウセン

ホンベラ 40 日目 8

オハグロベラ

コプタイ

イ ト Jミラ

フサギンポ

ガジ 3 2 -5 2 9 3 50. 1 42-120 1 1 2 5. 4 

ハナジロガジ 60-145 60 509目E 44明 55 3 2. 1 

オキカズナギ

タケギンポ 46 O. 3 1 20守 180 H 608. 1 40-135 5 29. 2 

ギンポ 205 H.7 

ニジギンポ

イカナゴ 30-39 7 1 . 0 

セトヌメリ

ネズミゴチ

ニクハゼ 37 O. 3 34 O. 1 

シロウオ

キヌパリ 21 59. 5 
ヒラメ

マコガレイ 90-160 2 11 1. 6 

アミメハギ 5 8. 6 1. 24 3 1 • 902目8 6 7. 6 
カワハギ

ウマヅラハギ

クサフグ

ヒガン 7 グ

マ 7 グ

計 1 7 8 214. 8 1 • 96 6 5.465.2 74 3 90. 5 

ヮ“司
U



表6-3 H 12年度藻場・砂浜域魚類調査出現種一覧
園査回融暑号 7 8 ' 
聞量隼月日 平成 1 2 '" 1 0 月 1 1 目 平属 1 2 年 1 0 月 1 1 日 平成 1 2 年 1 0 月 1 7 日

開 壷 S t 直田-1 車田-2 軍国 4 

且園時間 1 0 ・66-11:06 1 0 14-1 0 : 2 4 1 1 22-1 1 3 4 

曳網遺産 (1・，.) 2.0-2.4  2.0-2.4  2.0-2.4  

水揮(m 】 s 10 5 

全量嶋田{圃》 ..量 温量量(.) 全量範囲(..) . .  費量 ..量(.) 全量.圃{圃} 個体量 温量量(.)

故.動物円

ヒメコウイカ

ヒ メ イ カ 2.1 " U. ， 

ス ルメイ力

..Ii!動曲門

コシマガリモエピ . ・・ 1・7.1

ヨコエピ桝 sp 

トゲタリガー

調直勘物円

イトマキヒトデ • 11.1 . .. "，，， . 

ヒトァ

エ ゾパフンウ ".. - .， ， ..目
ハス ノ ハ カ シ パ ン

宥槍動物円

カ タクチイワシ '. .・ 112.1 3・.・ . ilZ '''.1 

チカ

タ ダヤガラ ー，. z 0.1 

タ ツノオトシゴ . 1.1 
ヨウジウオ -..轟 ー ー1.I ，. - "." .. .・-・

オタヨウジ
ヨロイメ J~ J~ 

メバ ル 11 - I・u 110. I I Z - 11 Z ー .. .面

タロ ソ イ ー..， s・・ 1 111 - """ 』晶 U 

ハオコゼ ー .u . 141. I '" - ..1 . . . .. 4・..

カナ刃シラ
クジメ - .I1U . 55 f. 1 ..亙". • • J" 3. 

アイナメ ，. - "a 1 "3.1 1 U・- J， U :国 141. J t・- 1I1 " 41'. Z 

ア イカジカ

ギスカジカ

7 サヒ 7 ナハゼ IU - I Z Z •• 750.2 .， =・..‘ 1 a - I Z I .. .，・.u 

スイ - • 1;・ 8・.1 .u -・a l轟.
クロダイ

マダイ " - IU・ • 17.2 b Z - .， E 1・... b 1 - I U U 1 U 1. " 
ヒ メ ジ I U - l' U 0.. 0) 

ウ ミタナゴ i・- .・. “・ 415. I J' a - 1"，・ .1 0 U. 

キュウセン 1・- 11. 37. I 亙.-1・0 . ，.・.. 'D - I U・ • IU. a 

ホン ベ ラ 1" - ，・ 3・ ‘・.1 iI J - 0lil1 z U. • " -・u 13.9 

オハグロペラ ;1 b - 1 Z .. . f U - 11 U 

コブ ダ イ
イ ト ペ ラ " . . 
フサギンポ

ガ ジ .. . 23.7 1" - I・. .11.・

ハナジロガジ - 1・・ . s・.3 ， 1) - 1. U ，..・

オキカズナギ

タケギンポ !日 - 1・・ 2・. 2・1.& ， . r I - 1 -， b ••• 
キシポ - ，・a . 111.‘ 
エジギンポ ." - ，. • .. . ". - .・ . . 
イカナゴ
セト男メリ ーー。 . 1.1 z・- • Z 1. b 3・ー包a‘ ‘. . 
ネズミゴチ ー・ - .島崎. a ..6. :r 

ータハゼ ー.. 19.7 1" - I U 

シロウオ .‘ 。.3
キヌ パ リ .. 10・.1 ， 

ヒラメ .u 0.7 I，J - iJ' ー . 
マコガレイ 1.・司'". z 11)' . J 011 - I ~HI . 
アミメハギ .，‘・g 1.110.0 ー・. z 11'.1 

カワ ハ ギ I1 - I・・ 40‘.0 l遇。- 1" U ー ，.・.. ー'Ol 1・..

ウマツラハギ IZ・ E・.3

タ サ フ グ

ヒガシフグ . .ーlO. .・

マフグ "u  ，.・.. 

'十 1. I‘' 7.111.0 31‘ 1.41・.5 803 5.119.0 

n
L
 

q
L
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表 6-4 H 12年度藻場・砂浜域魚類調査出現種一覧
圃牽固量密号 1 0 1 1 1 2 

圃ヨt'"11 a 平膚 1 2 年 1 0 月 1 7 悶 平膚 1 2 '" 1 0 月 1 7 自 平鹿 1 2 '" 1 0 月 1 7 日

調 査 S t 諸国 5 軍国 7 竃 m-8 

曳網開問 1 1 47-1 2 0 0 1 2 13-1 2 2 3 1236-1246  

曳鋼連直 (1・J・2 2.0-2.4  2.0-2.4  2.0-2.4  

水 源 (m) 1 0 1 0 5 

国t.....(・} 個体量 置置量<.】 金量 範置 {圃 } .体量 湿 E 量<.) 金 量 縄 田 4・ } 個体量 酒量 ..  ¥1 

量修圃唖

ヒメコウイカ

ヒメ イ カ I - 12 11 
0・ 4 s 66 2.6 

スルメイカ

節足動物円

コシマガリモヱピ IU  45. I 17 30. I 5 I 21. I 

ヨコエ 科 sp • 
トゲタリ刃ー

輔宜鋤鞠門

イ ト マ キ ヒ ト デ 4 30. 4 2 19.4 32 11‘.3 
ヒトデ

ヱ ゾパフンウ= 14 - 15 2 2.7 

脊槍動物円

カタクチイワシ 14 - 41 23 8.7 33 - 52 6 2.1 29 - 44 186 53.3 

テ カ

タダヤガラ 71 o. 4 54 - I1 21 1.7 

タ ツ ノ オ ト シ ゴ 4 1.8 

ヨウジウオ 182 - 200 2 3.5 87 ・ 231 27 54. . 

オクヨウジ 1" - Z I I 6 10. 9 

ヨ ロ イ メ Jt)~ 130 司 205 3 '‘ 3. I 
メ/"fJJ， 85 - 137 53 7.0. 5 

タ ロ ソ イ 91 15. 3 190 - 245 s $ 9 1. 0 

ハ オ コ ゼ 21 - 64 2$ 70. 5 47 守 60 9 30. 1 55 - &$ 40 156.7 

カ ナ シ ラ 2%帯 42 s 1.9 

ク ジ メ 11 1 - 202 4 192.4 115 240 18 1.710. 0 

アイナメ 89 - 250 21 593.7 11 3 - 205 6 296.4 114 255 T $12.6 

アイカジカ

アサヒアナハゼ 79 - 120 85 55&.8 78 - 125 91 533.7 82 - 135 15 759.2 

ス イ 7 I - 107 s 33.4 & 8 - 92 8 49.4 

クロダイ 62 4. 5 

マ ダ イ 57 - 94 15 93.3 52 100 11 116.8 77 8.2 

ヒメジ

ウミタナコ 90 - 150 10 163.7 98 - 170 18 4， 10. 0 90 - 166 2& 49 1. 0 

キュウセン & 4 - 137 10 43.2 44 - 140 2& 219.5 49 - 122 z 23. 8 

ホンペラ 43 93 19 82.& 24 89 41 63. 1 

オハグロベラ 31 - 73 7 9.4 70 - 80 4 25.3 40 。，
コ ブ ダ イ 11 9.5 

イトペラ

フサギンポ

ガ ジ & 0 - 153 2 21. 2 

ハナジロガジ 73 ・ 138 11 89.2 74 - 77 5 10. 5 66 - 140 35 285.7 

オキカズナギ

タケギンポ 12& - 1 & 3 10 118.3 110 - 152 6 51.9 78 228 81 590. 1 

ギ ン ポ 282 l 87.6 

ニジギンポ 85 4. & 48 66 4 14. 9 

イカナゴ

セトヌメリ 34 晶 38 2 o. 7 

ネズミゴチ

ニ ク ハ ゼ

シロウオ

キ ヌ パ リ 18 - 32 6& 10. 5 19 - 11 218 48.1 

ヒラメ

マ コ ガ レ イ 19。 89.9 108 - 195 2 118. 8 136 - 230 3 343.2 

アミメハギ 649 1. 031. 2 1. & 2 9 1. 780. 8 1. 119 1.425.5 

カワハギ 135 - 140 3 112. 8 130 - 146 3 184. 3 130 43.1 
ウマ、、ラハギ 109 - 130 7 179.% 

タサフグ

ヒガンフグ 135 悼 153 2 141. I 

マ フ グ 10 - 1 U 4 209. 1 140 - 142 2 102.4 91 - 93 2 28.3 

ーす 1. 3 -4 I 3.&22.5 1. 928 4.421. 6 2.141 9.818.1 

。09
u
 

qo 



表7ー 1 H12年度藻場・砂浜場魚類調査出現種一覧
調査聞置番号 1 2 s 
聞置年月日 平属 1 2 隼 1 1 JI 1 7 日 平 成 1 2 '" 1 1月 1 7 日 平 成 1 2 '" 1 1 月 1 7 日

聞葺 S I .轟-1 積震-2 .量.- 4 
曳網時間 13:41-13:51  1 3 55-1 4 : 0 5 1 4  13-14  23  

曳網適度 (1・，.) 2.8-3.0ノット 1.8-2.0/7ト 2.4-2.8ノット

*標{咽】 5.0-6.0  1 O. 2- 5. 0 ・・ 5. 6 

金量範囲【圃} .体量 温..(1) 全量範囲{圃} 個体. 温量量 (1) 室長鴨園、.. 個体数 温重量 (1)

0・ 動物円

ヒ メ イ カ 8 -， 10 s 0， 6 4 0， 1 

E 鋤働円

イ トマキヒトデ s 41 ・ z 31.1 

ヒトァ I! 415.0 E 11. 0 

エ‘パ 7 ンウー 8 - 14 1・ 10. 2 

ハ スノハカシパン す IS. I 7 15. 2 

格 動物円

メ ガネカスペ

タ ダヤガラ 78 ・10・ z・8 15・ 4 68 - 98 15 15.1 80 ・110 2 1. 91 

タ ツ ノ オ ト シ ゴ

ヨウジウオ 164 l O. 5 122 - 16% • 2.6 

ク ロ ソ イ

ハオコゼ 26 O. 3， 

7 イナメ 120 - 156 2 129. 2 

アイカジカ 1 10 - 14・ ' 129. 4 

ク ロ ダ イ 70 ・ 84 s 19. 7 

キ ュ ウ セ ン 17 

ー

。I

ホ ンベラ 24 - 37 す 1.5 

盟s>

セトヌメリ 44 - 110 7 IT .1 31 - 131 2・ 21.7 40 - 1 10 32 13.6 

ス ジハゼ 36 - u 2 0'. 8 

ニ タハゼ 4・ 1 O. I 32 - 47 u 26. 2 34 - 40 5 1.2 

ヒラメ 147 - 171 ' 121.1 

タ マガンゾウピラメ 86 5.1 

7 ラメガレイ 61 - 60 z 3.9 

イシガレイ 255 - 275 2 ‘45.0 
スナガレイ 95 - 121 2 111. 9 12 - 163 11 298. 2 12 - 19。 14 266.6 

マコガレイ 135 z‘.0 224 - 275 z 442.0 

ササウシノシタ 60 1. 7 

7 ミメハギ 22 - 40 10 7. 3 1. 9 

カ ワハギ

ヒ ガンフグ Ii ・ 177. 7 

マ フグ
計 231 ‘12.0 101 1.431.6 74 339. 41 

表 7-2 H 12年度藻場・砂浜蟻魚類調査出現種一覧
開壷固.暑骨 4 s 8 

調董年月日 平虜 1 2 '" 1 1月 1 7 日 平 成 12"'11 J1 1 7 日 平 成 1 2年 1 1月 1 7 日

関 量 S I 償援-5 ... - 7 横 浜 -8 

奥網時間 1 4 28-1 4 : 3 8 1 5  0 0 - 1 5 : 1 0  14:46-14  56  

曳鋼連座 ((・，.) 2. 2 ノット 2. 0 /ヲト 1. 9 ノット

水 源 (m) 10.0-11.0  6.0-6.6  9 . 6 - 1 0 . 8  

金量範囲【圃】 .体量 温量量 (1】 金量範固{圃】 .体量k 量重量(，) 金量纏圃(.) 個体政 温重量(，)

取体動物円

ヒメ イ カ I - 11 2・ 1.7 .・ 10 111 9. 1 e・ 13 76 6. 7 

肩車・暢円

イ ト マ キ ヒ ト ァ 1 11.1 11. 3 

ヒ トデ • 2・.4 14 105. 1 

エ ゾパフンウエ ' O. 1 

ハ スノハカシパン 1.1 16 ・“ 115 118. 6 

膚棺動物門

メガネカスペ 105 66. 4 

タ ダヤガラ 78 - 8. 3 1.9 

タツノ オ ト シ ゴ O. 2 

ヨ ウジウオ 22‘ 1. 1 80 ・1・4 4 1.1 11・106 54 46.9 

タロソイ 145 - 155 2 206. 7 

ハオコゼ 10 3. 3 40 O. 6 

ア イナメ 121 - 174 ' 119. 2 102 - 186 4 136.7 132 - 180 4 153. 3 

7 イカジカ 10・- 130 2 s・.5 4& - 120 z 19. 9 

クロ ダ イ

キュ ウ セ ン

ホ ンベラ

ガジ 61 ・102 z 5. 4 
セ トヌメリ 42- 12 

‘ 
3. 8 40 - 120 21 48.1 58 - 168 5 51. 7 

ス ジハゼ

ニ クハゼ 30 O. 2 30 - 38 2 O. 6 4& O. 4 

ヒ ラメ 145 - 184 s 212.5 

タマガンゾウピラメ

ア ラメガレイ 54 - 62 3 5， 5 

イ シガレイ 125 13. 1 

ス ナガレイ 130 10. 8 80 - 124 11 109. 5 92 - 206 16 454. 8 

マ コガレイ 1 12 - 210 4 257. 1 255 183. 0 

ササウシノシタ

ア ミメハギ 20 - 40 13 11.8 s 1 O. 1 10 8.2 

カワハギ 66 1 ‘. 2 
ヒガンフグ 116 37. 6 78 酔 80 z 22. 0 

マフグ 55 - 64 2 8. 1 

計 72 1.017. 1 356 731.3 202 2.420.7 
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